
質問順 質 問 者 質問時間 ﾍﾟｰｼﾞ番号

１ 山﨑　眞幹
８０分

（答弁込） 1-5
１　ものべがわエリア観光博「ものべすと」
２　第３次香美市振興計画

３　議案第９７号

２ 山崎　晃子 ４０分 6-8
１　「高次脳機能障害者支援法」について
２　「健康促進への取り組み」について
３　「灯油の配達」について

４　「防災」に関して
５　「観光振興」に関して

３ 濱田百合子 ４０分 9-12
１　平和行政
２　「香美市愛と勇気の物語交流館」
３　児童・生徒の近視実態から対策を

４　低所得者世帯への支援
５　子どもの居場所
６　学校給食費

４ 公文　直樹 ４０分 13-15
１　公用車の事故について
２　充電式電池の処分について
３　林野火災注意報・警報の運用について

４　教育長の教育行政方針について
５　市長任期満了を間近にして

５ 村田　珠美 ４５分 16-18
１　住民票・印鑑登録証明書等のコンビニ交付
２　土佐山田まつりについて

３　香美市合併２０周年記念事業の実施を
４　「愛と勇気の物語交流館」で香美市を全国へ

６ 有光　収三 １０分 19
１　ニホンジカの食肉利用推進について
２　防災対策について

７ 西山　潤 ３０分 20-21
１　動物愛護基金の活用状況とさらなる取り組みを
２　農福連携の取り組み促進を

３　「新ふれあい交流センター」建設計画の見直しを

８ 山﨑龍太郎 ３０分 22-23
１　生活保護行政
２　市内小学校の教育環境

３　個人版ふるさと納税事業
４　香美市立美術館の利用状況

９ 笹岡　優 ５０分 24-26
１　振興計画と土地利用計画に関連して
２　山田バイパスの見通しは

３　物部川の決壊防止策は
４　市長選挙・市議会議員選挙での公費負担について

１０ 西村　剛治 ４５分 27-31
１　市の医療的ケア児の受け入れ体制について
２　市営住宅の将来ビジョンについて
３　通学路の安全の実現について

４　美良布保育園の再検討について
５　ザ・シックスダイアリーかほくホテルアンドリゾートの指定管理について

１１ 舟谷　千幸 ３０分 32-33
１　教育行政
２　体育館にエアコン設置

３　災害時以外にも給水支援制度を

１２ 森田　雄介 ４０分 34-35
１　自治会運営について
２　独居老人の見守り

３　組織再編と財源不足の現状
４　上水道対策
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令和８年香美市議会定例会３月定例会議一般質問  

 

質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 1 -

１７番 

山﨑 眞幹 

一問一答 

(答弁込８０分) 

１．ものべがわ

エ リ ア 観 光 博

「ものべすと」 

ＮＨＫ連続テレビ小説「あんぱん」の放送に合わせて開催されていた、ものべがわエ

リア観光博「ものべすと」が、２月８日の感謝祭を最後に終了した。 

２月１８日に県庁で行われた「あったか観光マインド表彰」では、「南国市観光案内人

の会」「香美市観光ガイドの会」が観光振興に貢献した団体として表彰された。また、「ロ

ケーションジャパン大賞」では、ＮＨＫ連続テレビ小説「あんぱん」と、高知県、県内

４市村が準グランプリに選ばれており、ものべがわエリアでのポスト「あんぱん」の取

り組みが注目される。 

 

① ＮＨＫ連続テレビ小説「あんぱん」放送に合わせて開催された「ものべすと」につ

いて、一定の総括等が行われていれば概要を問う。（資料があれば提出を） 

 

② 桃太郎旗が２月８日以降に新しいにものに取り替えられた。ＮＨＫ連続テレビ小説

「あんぱん」に伴って開催された「ものべすと」から、今後の「ものべすと」に引き

継がれる取り組み等があれば問う。 

 

③ 令和８年度以降のＤＭＯ協議会の事業推進体制を、令和７年度の推進体制との違い

も含めて問う。 

 

市 長  

 

 

 

 

 

 

 

商工観光課長 

 

 

 〃 

 

 

 

 〃 

２．第３次香美

市振興計画 

 ２月２０日に、第３次香美市振興計画の進捗について一定の説明を受けたことから、

以下に問う。 

 

① 一般会計補正予算（第１１号）で「仕様の大部分を直営化したこと等に伴う」とし

て、委託料が６７１万４,０００円減額されている。コンサルタントへの委託を行わな

かったことによるものだと思われるが、その理由と決めた時期を。 

 

② 説明を受けた資料等については、２月３日に推進本部でも検討が行われたとのこと

であったと思われるが、検討の際に出された意見等があれば。 

 

③ 資料２、基本構想の見直し概要で、「これまでの基本理念は、抽象度が高く理念が共

有しづらい」と言われているが、どの段階で、また、どのような経緯で理念の抽象性

が指摘されたのか。 

 

 

市 長  

 

 

企画財政課長 

 

 

 

 〃 

 

 

 〃 
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１７番 

山﨑 眞幹 

一問一答 

(答弁込８０分) 

２．第３次香美

市振興計画 

④ 「輝き・やすらぎ・賑わいをみんなで築くまちづくり」という基本理念は、こうほ

く３町村合併協議会事務局が策定した「こうほくちいきまちづくり将来構想」が初出

で、構想策定の趣旨として、１、こうほく３町村を取り巻く時代の潮流、地域の現状

や特徴、公共施設、行政サービス、財政の状況や３町村が取り組んできた地域づくり

の方向性を明らかにする。２、こうほく３町村の目指すべき将来像とその実現に向け

た施策の方向を取りまとめ、新しいまちの全体像を明らかにする。３、以上を「こう

ほくちいきまちづくり将来構想」として取りまとめ、合併の是非を検討する基礎資料

とする。この将来構想について論議された経緯なども含めて、新町建設計画確定の基

礎資料として活用することが挙げられている。 

以降、この構想を基に「香美市まちづくり計画」が策定され、合併後は、第１次香

美市振興計画、第２次香美市振興計画へと引き継がれてきた基本理念であり、合併協

議の際にも、合併後の新市のまちづくりに向かうスローガンとして、多くの市民を含

めた関係者に共有され、その抽象性が多くの関係者の当事者性を担保するとともに、

合併後２０年にわたって施策の正当性を検証する際の軸足にもなっていたと考える。 

「輝き・やすらぎ・賑わいをみんなで築くまちづくり」は、地域の良さを大切にす

るまちづくり、みんなが元気に暮らせるまちづくり、みんなで共に進めるまちづくり

という３つの「まちづくりの方向性」から帰納的に導き出された、本市のまちづくり

の骨格となる理念で、特に、「みんなで築く」は、こうほくちいきまちづくり将来構

想、香美市まちづくり計画では、まちづくり活動の活性化、連携・支援体制の構築、

住民の自発的なまちづくり活動や住民と行政の協働によるまちづくりを進めますと

の説明が加えられ、その後、説明を担保する、香美市民憲章、香美市協働のまちづく

り条例が策定され、今に至っている。 

「輝き・やすらぎ・賑わいをみんなで築くまちづくり」は、合併を推進した関係者

の将来のまちに対する祈りにも似た思いであり、２０年の間にスローガンに沿ったま

ちづくりが順調に進み、将来都市像についてもあらかた実現したというのであればま

だしも、私にはまだまだ道半ばだとも思われるような現状で、合併に向けて約束し、

微力を尽くした１人として「これまでの基本理念は、抽象度が高く理念が共有しづら

い」ということを変更理由の一つとして新しい基本理念が提案されることは、理解に

苦しむ。 

前述したこれまでの経緯等も含め、「輝き・やすらぎ・賑わいをみんなで築くまちづ

くり」についての認識・見解を。 

 

 

市 長 企画財政課長 
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１７番 

山﨑 眞幹 

一問一答 

(答弁込８０分) 

２．第３次香美

市振興計画 

⑤ 「人と自然に寄り添いながら、快適性と利便性を追求するまちづくり」については、

同僚議員から、少し冷たい気がすると控えめな発言があった。私は、初見でコンパク

トシティ、スマートシティという言葉が浮かび、これは土佐山田町の市街化区域のま

ちづくりだけをイメージしたものではないかという疑問も持った。 

理念とは、一般的には、抽象的で普遍的な価値観や信念を表すものとされている。

行政ニーズにおける「快適性」や「利便性」は、必要だと思われる施策で追求し評価

するべきものであり、場合によれば「官」ではなくて「民」が主体的に担うのではな

いかと思われる指標を、風土や文化がさまざまにある広い市域全体を包括したまちづ

くりの基本理念として掲げることには違和感がある。見解を。 

 

⑥ 将来都市像変更案に至った理由の１つとして、立地上の優位性を生かし、交通、医

療、教育の利便性の高いベッドタウンを目指すべきとあるが、これも普通に読めば「土

佐山田町の市街化区域のこと？」となるし、「高知県で一番暮らしやすいまち」を表現

したいと言われれば、「物部は忘れられているんじゃないの？」となるのではとの懸念

を持つ。 

ちなみに、合併前にそれぞれの自治体が掲げていた将来像は、土佐山田町が「多自

然・定住文化都市―土佐山田」、香北町が「暮らしを楽しむ・生き生きとしたまちづく

り」、物部村が「快適空間物部村―みどりとともに新世紀ふるさと構想―」であり、施

策の基本方針等は、土佐山田町が「１．多自然定住都市づくり、２．活力ある産業の

まちづくり、３．心豊かな交流のまちづくり」、香北町が「１．生涯学習によるまちづ

くり、２．住民が積極的にまちづくりに参加できるような行政に、３．自然環境の保

全を図りながら、町民が生き生きと楽しみながら生活できるような土地利用を」、物部

村が「１．物部町の特性を生かした魅力ある地域産業を育成しよう、２．健康で支え

合い思いやりのある地域社会を築こう、３．郷土愛に満ちた人づくり、文化おこしを

すすめよう、４．快適な生活環境を築こう、５．地域発展の基盤を整えよう」であっ

た。それらが合併協議を通じて帰納的に糾合され、第１次振興計画で「山・川・まち・

人が躍動し、支え合い、響き合う進化する自然共生文化都市」とされ、第２次振興計

画で「美しく豊かな自然に育まれ、共に支え合う自然共生文化都市」とされて今に至

っている。 

  提案されている将来都市像について、ちょっと軽すぎるのではという趣旨の発言も

あったと思われる。私自身は、④でも述べたとおり、本市のまちづくりは、将来都市

像の実現に向けてはまだまだ道半ばだと考えており、現在掲げている将来都市像の実

現を引き続き目指すべきだと考えるが、これまで述べてきた経緯を含め、見解を。 

市 長 企画財政課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〃 
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１７番 

山﨑 眞幹 

一問一答 

(答弁込８０分) 

２．第３次香美

市振興計画 

⑦ 香美市民憲章制定委員会設置要綱は、第１条で、子どもからお年寄りまで、香美市

民が一体感を持ってまちづくりに取り組んでいけるための行動規範となる市民憲章

を制定するため、香美市民憲章制定委員会を設置するとしている。 

  基本構想素案の第１章、基本的な考え方では、香美市民憲章を「まちづくりのため

の行動目標」と言い、まちづくりを進めていく価値観として基本理念を定めと書き込

んでいるが、まちづくりを行動目標とするという意味がよく分からないし、④でも述

べたように、市民憲章は「みんなで築く」の実現に向けた行動規範として策定された

もので、市民憲章を基本理念の価値観とするとすれば、帰納的にも「みんなで築く」

件が基本理念の中になければならないのではと考えるが、見解を。 

 

⑧ 第２章、基本理念の快適性を追求する、利便性を追求するについては、説明を「読

めばなんとなく分かるが」という発言もあったと思うが、⑥でも述べたように、指標

性を持つものを基本理念としておくことには疑念がある。説明で書き込まれている大

部分は、さまざまな施策においてこそ評価をしながら追求すべきものではないかと考

えるが、見解を。 

 

⑨ 第３章、将来目標で提案されている将来都市像は、現在の将来都市像が設定された

過程からみても適当なものだとは思えないし、「本市の強みを活かした戦略的なまち

づくりの推進が不可欠です」から「こじゃんと暮らしやすいまち香美市」につなげる

ことにも無理があるのではないかと考える。また、目指すべきまちの姿として分野を

先書きしているが、まちの姿を先書きしないと分かり辛いと考える。見解を問う。 

 

⑩ （５）横断的推進項目、①協働のまちづくりにある香美市協働のまちづくり条例は、

「みんなで築く」を担保するための条例で、協働推進計画もあることから、施策の中

に落とし込み、あえて大きく書き込む必要はないのではないかと考えるが、見解を。 

 

⑪ 「高知工科大学との連携」を横断的推進項目とするのには違和感がある。ここに係

る横断的の意味を。 

 

⑫ ＮＨＫ連続テレビ小説「あんぱん」のレガシーである「愛と勇気の物語のまち」と

いうスローガンについて、言及があったり協議されたことがあったか。 

 

 

市 長 企画財政課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〃 

 

 

 

 

 

 〃 

 

 

 

 

 

 〃 

 

 

 

 〃 

 

 

 〃 
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１７番 

山﨑 眞幹 

一問一答 

(答弁込８０分) 

２．第３次香美

市振興計画 

⑬ ⑥の質問にも関連するが、推進本部での実施計画・基本計画振り返り、基本構想素

案検討はどのような形で行われ、本市の２０年間の歩みはどのように総括されたの

か。 

 

⑭ 今回の振興計画に係る質問・答弁の概要は、３月１３日に開催が予定されている審

議会でどのように取り扱われるのか。 

 

市 長 企画財政課長 

 

 

 

 〃 

３．議案第９７

号 

令和７年１２月定例会議で提案された、議案第９７号、香美市香北町緑地等管理中央

センター「ザ・シックスダイアリーかほくホテルアンドリゾート」の指定管理者の指定

について、採決の際に行われた反対討論に関連し、以下問う。 

 

① 「事業の成果や効果が十分に見えない」という指摘があったが、この件に関する見

解を。 

 

② 「十分な事業報告がなされていない」という指摘があったが、香美市は株式会社香

北ふるさとみらいの株主でもある。この指摘についての見解を。 

 

③ 「少なくとも、当該事業者に事業報告と新たな指定期間に向けた事業提案を行わせ」

という指摘もあったが、事業報告も事業提案も行われていなかったのか。 

 

市 長  

 

 

 

商工観光課長 

 

 

 〃 

 

 

 〃 
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１１番 

山崎 晃子 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４０分)  

１．「高次脳機能

障害者支援法」

について 

【本人のため、家族のための支援を…】 

病気や事故による後遺症で、記憶障害、注意障害、失語、失行、失認など認知機能に

支障が出る高次脳機能障害に関し、高次脳機能障害者支援法が成立し、４月からの施行

が決まった。この高次脳機能障害者支援法では、当事者への支援を「国や自治体の責務」

と明記している。 

 

① 高次脳機能障害についての認識を。 

 

② 相談窓口等の体制は。 

 

③ 生活や就労などの支援策は。 

 

④ 高次脳機能障害の理解を促進するための取り組みは。 

 

市 長  

 

 

 

 

 

福祉事務所長 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

２．「健康促進へ

の取り組み」に

ついて 

【健康のために…】 

 

① 国の野菜摂取目標は１日３５０グラム以上であるが、成人の平均野菜摂取量は１日

当たり約２８０グラムと少ない。令和６年６月定例会議の一般質問において、推定野

菜摂取量を測定する機器があることを紹介し、健康づくりのイベントや、栄養指導な

どの場面で活用することを提案した。先月実施の「よってたかって生涯学習フォーラ

ム」においてベジチェックが行われ、体験した方からは、野菜の摂取量がよく分かっ

て良かったとの声を聞いた。ベジチェックの結果や体験した方の反応など、取り組み

の状況を。 

 

② やなせたかし先生が健康づくりのためにと飲まれていたショウガ入りの野菜スー

プをヒントに、スープコンテストが実施された。受賞作品は来年度レシピ集としてま

とめ、市民に野菜スープの作り方を紹介すると聞いた。進捗は。 

 

③ 以前の健康まつりではウオーキングが行われていたが、生涯学習フォーラムになっ

てからはウオーキングがなくなった。ウオーキングを楽しみにしていた方から残念が

る声を聞く。ウオーキングなどの運動イベントの検討は。 

 

 

市 長  

 

健康推進課長 

 

 

 

 

 

 

 

 〃 

 

 

 

 〃 
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令和８年香美市議会定例会３月定例会議一般質問  

 

質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 2 -

１１番 

山崎 晃子 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４０分)  

３．「灯油の配

達」について 

【不安解消のための手立てを…】 

ＪＡ大栃給油所が本年３月末で閉店する。灯油を配達してもらうことで暖房やお風呂

に使うことができていた。配達がなくなることで、特に車を運転しない高齢の方々は「こ

の先どうなるだろう」と大きな不安をいだいて暮らしている。 

 

① 営業廃止に伴い、灯油給湯器燃料転換緊急支援補助金を創設したが、申請状況は。 

 

② 先の定例会議では、灯油の配達に関し、集落活動センター奥物部と連携して配達体

制を構築するとの答弁であった。取り組み状況は。 

 

 

市 長  

 

 

 

 

物部支所長 

 

 〃 

４．「防災」に関

して 

【「もしも」の時の備え…】 

 

（１）公的備蓄物資について。 

災害対策基本法の一部改正により、地方公共団体に、年１回の物資備蓄状況の公表が

義務付けられた。このことから、県は、県内市町村と県の備蓄状況を公表した。 

想定避難者数などを基に、飲料水、食料、ミルク類、毛布等、生理用品、おむつ、ト

イレ、トイレットペーパーの８品目で公的備蓄の目標数を設定し、県全体の総量として

は、毛布を除く７品目について備蓄目標を達成。毛布については、令和９年度の完了を

目指すとしている。 

このことに関して次の点を問う。 

 

① 高知県備蓄方針に基づく８品目全てで目標を達成しているのは８自治体とのこと

であるが、本市の公的備蓄物資の備蓄量は。（資料提出を） 

 

② 国の新物資システムに登録された５０品目の備蓄量については、どのような状況に

なっているか。（資料提出を） 

 

③ 未達成の備蓄品について、今後の対応策を。 

 

④ 分散備蓄の取り組みについて進捗状況を。 

 

 

市 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災対策課長 

 

 

 〃 

 

 

 〃 

 

 〃 
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令和８年香美市議会定例会３月定例会議一般質問  

 

質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 3 -

１１番 

山崎 晃子 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４０分) 

４．「防災」に関

して 

（２）林野火災に関する防災行政無線による放送について。 

昨年、岩手県大船渡市や岡山県岡山市などで大規模林野火災が相次いで発生したこと

により、消防法の改正が行われ、今年１月から林野火災を防止するための「林野火災注

意報」「林野火災警報」の運用が開始された。過去の林野火災の出火原因の多くは、たき

火や火入れなどの人的な原因がほとんどと言われている。 

 

① 本市の林野火災の件数や出火原因等の状況は。 

 

② 本市では「林野火災注意報」または「林野火災警報」発令時には、香美市防災行政

無線により、火の取り扱いに注意をという内容の注意喚起の放送を行っている。隣の

香南市では、本市よりもう少し踏み込んだ内容で、たき火や野焼きなどは控えてくだ

さいと、具体的な例を挙げて屋外での火の使用について注意喚起している。本市内で

も、時季によっては、枯れ草や木の枝、ごみなどを焼いて煙が立ちのぼっていること

もあるが、林野火災の予防上、危険な気象状況になった際には、火の使用制限等を徹

底するという目的に沿って、具体的で分かりやすく、そして、危機意識を持てるよう

な放送内容を検討できないか。見解を。 

 

市 長  

 

 

 

 

 

消防長 

 

 〃 

５．「観光振興」

に関して 

【観光振興は何のため…】 

 

① 観光による持続可能な地域づくりに向けて観光振興をどうするか、和歌山大学観光

学部の堀田祐三子先生による研修会があった。観光振興に必要なことは、何を目的に

観光振興を考えるか明確にすることであり、ビジョンをもって市場分析をし、何をす

べきか計画を立てることが重要であると聞いた。大変有意義な研修であったと思われ

るが、担当課の所感を。 

 

② 営業休止が続いている、べふ峡温泉・べふ峡キャンプ場・べふ峡休憩所（もみじ茶

屋）・農林漁業体験実習館の今後について、方向性、見通しを。 

 

③ 都会の高級料理店で、香美市の鹿肉が高い評価を受けているとの記事が地元紙に掲

載された。このことは、本市の鹿肉を特産品として売り出すチャンスではないか。冷

凍車の導入で、今後のジビエ活用に期待が高まる。取り組みの状況と今後の展開は。 

 

市 長  

 

商工観光課長 

 

 

 

 

 

 〃 

 

 

農林課長 
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令和８年香美市議会定例会３月定例会議一般質問  

 

質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 1 -

１３番 

濱田百合子 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４０分) 

１．平和行政 被爆８０年であった昨年は、高知市をはじめ各地で原爆展など戦争を語り継ぐ展示会

が行われた。また、一昨年、ノーベル平和賞を日本原水爆被害者団体協議会（日本被団

協）が受賞したことは「原爆被害者を二度と作らない」という活動の後押しになった。

今、非核三原則「核兵器を持たず、作らず、持ち込ませず」は、国是として位置付けら

れている。本市では、平成１８年５月に「非核・平和都市宣言」を行い、核兵器の廃絶

と恒久平和の実現に寄与する姿勢を明確にしてきている。以下問う。 

 

① 非核三原則への見解を。 

 

② 「非核・平和都市宣言」のポールの新規移設についての検討は。 

 

③ 旧佐岡小学校２階には文化財室がある。２階の１室には戦争遺品の展示もある。今

後の平和行政をさらに進めていくためのアピール等の構想はあるか。 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 〃 

 

生涯学習振興課長 

２．「香美市愛と

勇気の物語交流

館」 

香美市愛と勇気の物語交流館（以下「交流館」という）の設置及び管理に関する条例

が、今定例会議に提案された。以下問う。 

 

① 美良布のこの場所での交流館構想は、どの時点からあったのか。 

 

② 交流館構想の立ち上げ段階で、地元住民との意見交換や懇談等はあったのか。 

 

③ 交流館の耐震改修中に、住民から意見を聞く会を２回開催したが、どのような意見

が出されたのか。 

 

④ 交流館の名前の選定は、どのような経緯で決定されたのか。 

 

⑤ 寄付目標金額は５００万円。３月１日時点でのクラウドファンディングでの寄付額

は。 

 

⑥ 交流館の改修や管理費などの経費が要る中で、一般財源からの支出額は。 

 

⑦ 目的は市民相互の交流促進および地域の活性化とあるが、目的の達成に向けて、具

体的にどのようにしていく活動として定着させていきたいのか。 

市 長  

 

 

企画財政課長 

 

 〃 

 

 〃 

 

 

 〃 

 

 〃 

 

 

 〃 

 

 〃 
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令和８年香美市議会定例会３月定例会議一般質問  

 

質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 2 -

１３番 

濱田百合子 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４０分) 

２．「香美市愛と

勇気の物語交流

館」 

⑧ ドラマの関連品等の展示はどの部屋で行うのか。また、体験スペースはどの場所か。

見取り図を示し説明を。 

 

⑨ 体験スペースの構想を。 

 

⑩ 金・土・日・月を担当する地域支援員は決まったのか。業務内容は。 

 

⑪ 火・水・木については休館となっているが、観光客に来館してもらうのなら開館す

べきではないか。 

 

⑫ 交流館の規則を作る際に、市民の声を反映していくことが必要ではないか。 

 

⑬ 借り上げ期間は１０年間（令和８年～令和１７年）である。その後の活用構想は。

また、持ち主との協議などは。 

 

市 長 企画財政課長 

 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

 

 

 〃 

 

 〃 

３．児童・生徒の

近視実態から対

策を 

今、学校現場でのタブレット端末やデジタル教科書、家庭においてのスマートフォン

などの普及で、目を酷使することが大変多くなってきている。同僚議員が令和６年１２

月定例会議で、近視等の健康被害対策について質問した内容や答弁も踏まえ、以下に問

う。 

 

① 本市の学校健診による小・中学校の視力検査結果の推移を。（資料を求める） 

 

② 文部科学省の資料（令和７年度学校保健統計、令和３年度～令和５年度の児童生徒

の近視実態調査）では、「裸眼視力１.０未満の者」の割合が、令和７年度で小学校３

６.０７％、中学校５９.３５％である。小・中学校とも令和元年度より増加しており、

学年が上がるほどその割合が増えている傾向があり、小学１年→３年と小学２年→４

年でその割合が大きいとされている。文部科学省の資料や本市の検査結果を踏まえた

現状についての見解を（資料①②③）。 

 

③ タブレット端末を使用したことで身体的症状が出たという事例は確認していない

とのことであったが、その後、調査等はしたのか。 

 

 

教育長  

 

 

 

 

教育長 

 

 〃 

 

 

 

 

 

 

 〃 
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令和８年香美市議会定例会３月定例会議一般質問  

 

質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 3 -

１３番 

濱田百合子 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４０分) 

３．児童・生徒の

近視実態から対

策を 

④ 学校現場での児童・生徒への指導や家庭に向けての注意喚起は「すぐーる」で連絡

していると思われるが、活用状況は（資料④）。 

 

⑤ 子どものネットリスク教育研究会代表の大谷良光氏は、なぜ子どもの近視有病者が

増えたのか、環境要因を述べている。中でも、科学的根拠が明らかになり、日本眼科

学会が注意喚起し、世界各地で指摘されている要因は「近業の増加」と「外で活動す

る時間の減少」とのこと。ぜひ、注意喚起や指導だけではなく、実践も含めた対応策

を。 

 

教育長 教育長 

 

 

 〃 

４．低所得者世

帯への支援 

昨年８月６日、国内で子ども支援を行う４団体が、低所得世帯の子どもたちへの緊急

支援を国に求め、災害級の猛暑と物価高騰の下、命の危機にひんしている、猛暑でもエ

アコンが使えない、親子で体重が減ったなどの声が報道された。 

また、本市の高齢者からは、エアコンを買い替える余裕もないし、節約するしかない

との声を聞いた。 

 

① 昨年から実施している低所得者世帯向けの支援の状況を。 

 

② 低所得者（生活保護世帯も含む）世帯の状況から見解を。 

 

③ ６５歳以上の高齢者世帯の住民税非課税世帯へ、エアコン購入・設置費用の補助を

検討しては。 

 

市 長  

 

 

 

 

 

福祉事務所長 

 

 〃 

 

 〃 

５．子どもの居

場所 

昨年の夏、夏休みに児童クラブに入れず、子どもが居られるところはないですかと保

護者から相談があり、社会福祉協議会のあったかふれあいセンターを紹介した。子ども

が安全に安心して過ごすことができる居場所は大変重要である。 

小学生だけではなく、中学生の居場所も必要である。厚生労働省は、１月２９日、令

和７年の年間自殺者数を発表した。それによると、総数は減少しているものの、小・中・

高生は５３２人で２年連続増、小学生１０人、中学生１７０人、高校生３５２人で、令

和２年頃から高止まりとのことである。心の健康問題が悪化し自殺に至るケースが増え

ていると指摘している（資料⑤⑥）。 

子ども家庭庁は、子どもの居場所を重要な政策に掲げている（資料⑦）。民間団体とも

連携し、市として支援策を検討すべきでは。見解を。 

 

教育長 教育振興課長 
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令和８年香美市議会定例会３月定例会議一般質問  

 

質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 4 -

１３番 

濱田百合子 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４０分) 

６．学校給食費 令和８年度、小・中学校児童・生徒に対し、経済的な負担なく学校給食が提供される

予定である。大変有意義な取り組みだと思われる。以下問う。 

 

① 学校給食費無償化の財源は。 

 

② 就学援助世帯は給食費無償である。就学援助で手当てしてきた予算はどのようにな

るのか。 

 

教育長  

 

 

学校給食ｾﾝﾀｰ所長 

 

 〃 
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令和８年香美市議会定例会３月定例会議一般質問  

 

質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 1 -

 ２番 

公文 直樹 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４０分) 

１．公用車の事

故について 

公用車の事故が多いことから、以下を問う。 

 

① 昨年度、今年度において、自損事故を含む公用車の事故件数は。 

 

② 昨年度、今年度において、運転手の不注意による修繕費用は。 

 

③ 修繕費用は車両保険等か。今年度の自動車保険の掛金総額は。 

 

④ 一般的に保険を使うと掛け金が増すが、近年の保険料の傾向は。 

 

⑤ 安全運転管理について、啓発や研修は行っているか。 

 

市 長  

 

管財課長 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

２．充電式電池

の処分について 

（１）処分方法について。 

 

① 廃棄物減量等推進審議会において、委員からの意見の詳細は。 

 

② 香北支所・物部支所での受け入れはいつから実施されるのか。 

 

③ 昨年６月定例会議でのご答弁を踏まえ、広報による周知、公式ホームページやごみ

分別の手引き書の改定状況は。 

 

（２）環境省が発表した「リチウムイオン電池総合対策パッケージ」について。 

 

① リチウムイオン電池の「賢く選ぶ」「丁寧に使う」「正しく捨てて資源循環」という

３つの取り組みに対する対応は。 

 

② ９月から１２月に実施された「リチウムイオン電池による火災防止強化キャンペー

ン」における取り組みは。 

 

③ 「ＬｉＢ（リブ）パートナー」への参画は。 

 

④ ２０３０年までに、リチウムイオン電池に起因する重大火災事故ゼロを目指すため

の具体的な行動は。 

市 長  

 

環境課長 

 

 〃 

 

 〃 

 

 

 

 

 〃 

 

 

 〃 

 

 

 〃 

 

 〃 
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令和８年香美市議会定例会３月定例会議一般質問  

 

質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 2 -

 ２番 

公文 直樹 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４０分)  

３．林野火災注

意報・警報の運

用について 

県内で林野火災が続発している状況から、以下を問う。 

 

① 注意報・警報の発令状況と、周知や広報の状況は。 

 

② 発令中の警戒体制は。特に警報の場合は。 

 

③ 発令中の野焼き、たき火、たばこのポイ捨て等に関する通報や苦情は。また、対応

は。 

 

 

市 長  

 

消防長 

 

 〃 

 

 〃 

４．教育長の教

育行政方針につ

いて 

これまでに提案してきたことについて、改めて問う。 

 

（１）小・中学校教育について。 

 

① 教員の不祥事に対する危機感は。また、各学校への指導方法は。 

 

② プール授業の実施が消極的に感じるが、対応は。また、夏休み中のＰＴＡによるプ

ール開放への意欲や安全管理の条件は。加えて、ライフジャケットの活用は検討でき

ないか。 

 

③ 大栃小・中学校は存続の危機にある。両校の必要性と存続の展望は。 

 

 

（２）保育園について。 

 

① 香北町の地域振興やまちづくりの観点も含め、美良布保育園に期待することは。 

 

② 大栃保育園は存続の危機にある。園の必要性と存続の展望は。 

 

③ 少子化により保育園の統廃合が懸念される。子育て世代の選択肢を確保するために

も、あけぼの保育園となかよし保育園の公設民営化を検討できないか。 

 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 〃 

 

 

 

 〃 

 

 

 

 

市 長 

 

 〃 

 

 〃 
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令和８年香美市議会定例会３月定例会議一般質問  

 

質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 3 -

 ２番 

公文 直樹 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４０分) 

５．市長任期満

了を間近にして 

① 定例会議開会冒頭の市長提案説明において、１期目の４年間を振り返り、市政全般

における成果を聞いたが、特に力を入れてきた事業や市民との対話によるもの。一方

で、やり残したことや今後の課題は。 

 

② 内閣が目指す「責任ある積極財政」と強い経済構築、県行政の人口減少対策に重点

を置いた事業展開等により、自治体運営のかじ取りが難しくなることが予想される

が、今後の国策や県事業に関して依光市長だからこそ対応できることは。 

 

③ 市長が考える本市の目指すべき将来像と中期的な計画や目標は。 

 

市 長 市 長 

 

 

 

 〃 

 

 

 

 〃 
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令和８年香美市議会定例会３月定例会議一般質問  

 

質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 1 -

 ７番 

村田 珠美 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４５分) 

１．住民票・印鑑

登録証明書等の

コンビニ交付 

住民票のコンビニ交付は、マイナンバーカードを利用すれば、全国のコンビニに設置

されたマルチコピー機から、土、日、祝日や早朝、夜間でも、住民票の写しや印鑑登録

証明書を取得できるサービスである。また、窓口より手数料が安いことが多く、その場

で印刷・受け取りが可能となる。市民からも早期にコンビニ交付をという要望の声を聞

く。以下問う。 

 

① 現在のマイナンバーカード普及率は。 

 

② 窓口で住民票の写し、印鑑登録証明書の年間利用者数は。（過去３年間） 

 

③ 市民から、住民票、印鑑登録証明書のコンビニ交付の要望を聞いたことは。 

 

④ 行政、市民にとっても利便性が高いと思われるコンビニ交付の検討を。 

 

市 長  

 

 

 

 

 

市民保険課長 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

２．土佐山田ま

つりについて 

令和６年９月定例会議で、土佐山田まつりにおいて花火を打ち上げてほしいとの質問

を行った。その時の答弁は、祭り会場と安全に花火を打ち上げる場所の確保に至ってい

ない等、さまざまな課題について実行委員会で協議していくとのことであった。その後

の実行委員会での協議後も、場所がないとのことであった。 

 

① 熱中症対策等も含め、土佐山田まつりの開催時期、打ち上げ花火等の検討内容につ

いて問う。 

 

② 踊りと花火を別の会場、または開催日を分けてはどうか。 

 

③ 土佐山田まつりで楽しいことをしてほしいとの声もあるが、検討を。 

 

市 長  

 

 

 

 

商工観光課長 

 

 

 〃 

 

 〃 

３．香美市合併

２０周年記念事

業の実施を 

香美市は、平成１８年３月に合併して、今年３月で２０周年を迎えた。３月１日には、

香美市合併２０周年記念式典が実施された。市民の方から、２０周年を迎えたことを祝

う事業はいつするのか等の声がある。 

 

① 合併１０周年では、記念事業について実行委員会を置き、委員が各班に分かれて検

討がされた。メインとなった事業の１つとして、高知工科大学の講堂で香美市にゆか

りのある歌手、三山ひろしさんのコンサートがあった。大変な人気で入場希望者が多 

市 長  

 

 

 

企画財政課長 
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 ７番 

村田 珠美 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４５分)  

３．香美市合併

２０周年記念事

業の実施を 

く、ハガキでの申し込みとなった。立会人を置いての抽選会となり、多くの方が抽選

漏れともなったが、約６００人の入場者を迎え、大盛況となった。 

当時の担当課長をはじめ、職員の方々、商工会、各種団体、実行委員の方々の積極

的な協力もあり、行政と市民、議会も１つになり実施することができた事業だと感じ

た。ある職員は、今まで市民には怒られることばっかりだったが、初めてありがとう

と感謝されて嬉しかった。大変だったけどやって良かった。また、別の職員は、始め

は無理と思ったけどやったらできる。あんなに市民の人が喜んでくれるなら本当にや

って良かった。達成感のある事業だったと思うと言ってくれた。また、来場者からは、

会場案内等の中で、こんな近くで三山ひろしさんが見えた。三山ひろしさんを呼んで

くれてありがとう。香美市民で良かった。香美市もやったらできるんやね、ありがと

うという声をたくさんいただいた。この事業についての見解を。 

 

② ２０周年記念事業計画はあるのか。あるとすれば、その内容と実施の時期は。 

 

③ 市民がワクワクし、楽しいと思える、記念となるイベントの実施を。 

 

市 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画財政課長 

 

 〃 

４．「愛と勇気の

物語交流館」で

香美市を全国へ 

香北町の美良布商店街にある古民家を改修して、ＮＨＫ連続テレビ小説「あんぱん」

で使用した小道具の展示と、観光客や市民の交流拠点となる場所である「愛と勇気の物

語交流館」が設置される。 

 

① 名称が「愛と勇気の物語交流館」となった。名称決定の根拠は。 

 

② 開館までの総額費用とランニングコストの予想は。 

 

③ ガバメントクラウドファンディング古民家再生プロジェクトの寄付人数と総額は。 

 

④ クラウドファンディングに参加した本市在住人数と寄付金額は。 

 

⑤ チラシには、香美市以外在住の方は、寄付いただいた金額を住民税控除に使え、返

礼品を選択可能とあるが、香美市民は。 

 

⑥ この寄付金はどのようなことに使用する予定か。 

 

市 長  

 

 

 

企画財政課長 

 

 〃 

 

定住推進課長 

 

 〃 

 

 〃 

 

 

企画財政課長 
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 ７番 

村田 珠美 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４５分) 

４．「愛と勇気の

物語交流館」で

香美市を全国へ 

⑦ 交流館の店内には、お土産販売コーナー等はあるのか。 

 

⑧ 体験スペースの内容を具体的に。 

 

⑨ 入館料は無料であるが、維持管理費もかかるので少額の有料化は。 

 

⑩ 年間来場者の見込み人数は。 

 

⑪ 職員数と業務内容は。 

 

⑫ 開館（オープン）の予定日と市民への周知は。 

 

⑬ 今後、何年計画で実施する予定なのか。 

 

⑭ 高額な経費をかけての事業である。事業継続のためと、ＮＨＫ連続テレビ小説「あ

んぱん」効果を持続するには、今後もさらなるＰＲが重要だと思われる。そこで、本

市のバス会社に連携をいただき、バスをラッピングして香美市の宣伝をしたらという

声がある。宣伝効果が高いと思われるラッピングバスを、市内や県外で走らせて宣伝

してはどうか。 

 

市 長 企画財政課長 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 
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 １番 

有光 収三 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問１０分) 

１．ニホンジカ

の食肉利用推進

について 

本市のニホンジカの捕獲個体食肉利用推進について、以下問う。 

 

① ここ数年、イノシシの捕獲頭数に著しい減少が見られたが、ニホンジカの捕獲頭数

の推移は。 

 

② 冷凍車の購入を計画していたが、納入状況や稼働実績は。 

 

③ 新たなジビエメニューの見通しは。 

 

④ 近年、ペット用の餌としてニホンジカの利用が高まっていると聞くが、本計画と並

行して推進してはどうか。 

 

市 長  

 

農林課長 

 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

２．防災対策に

ついて 

南海トラフ地震発生時に備えた本市の取り組みや考え方などについて、以下問う。 

 

① 中央圏域広域避難計画の具体化として、昨年末、広域協定を結んだが、実際に被災

した際、協定に定める施設へ本市の被災者が避難することは可能か（協定の相手方が

優先的に避難することになるのか）。 

 

② 旧大栃高校が対象施設に入らなかった理由は。 

 

③ 応急仮設住宅の建設や災害ごみの仮置き場には、ある程度まとまった土地が必要だ

が、現段階で候補地の事前調査などは行っているか。 

 

④ 「災害時ごみ処理ハンドブック」が昨年末に全戸配布された経緯は。 

 

⑤ 今年度整備中の本庁舎南駐車場の災害時用マンホールトイレと日ノ御子河川公園

のトイレは、災害にも強いトイレと聞く。導入理由とその期待できる効果は。（施工イ

メージ図など概要が分かるものの提示を） 

 

市 長  

 

防災対策課長 

 

 

 

 〃 

 

防災対策課長 

環境課長 

 

環境課長 

 

管財課長 

商工観光課長 
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 ５番 

西山 潤 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問３０分) 

１．動物愛護基

金の活用状況と

さらなる取り組

みを 

令和７年４月、故人のご寄付を基に設立された「香美市動物愛護基金」は、他市にな

い先進的な取り組みを可能にしている。 

 

① 現時点までの「猫不妊去勢手術等推進補助金」の（飼い猫、野良猫それぞれの）申

請数と総額は。 

 

② 現時点までの「地域猫活動支援補助金」の申請数と総額は。 

 

③ 「飼い主のいない猫捕獲器」の貸し出し件数は。 

 

④ 広報香美では、令和７年４月号と９月号にペットや猫問題が掲載された。今後の広

報計画は。 

 

⑤ 基金を活用した事業をさらに進めることが故人の遺志だと考える。新しい事業や講

演会等の計画は。 

 

 

市 長  

 

 

環境課長 

 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

 

 

 〃 

２．農福連携の

取り組み促進を 

令和６年に障害者自立支援協議会・就労支援部会が立ち上がり、協議が進められてき

た。 

 

① これまでの協議状況は。 

 

② 農家などの事業者と利用希望者のマッチング状況は。 

 

③ さらに農福連携を進める上で、今後の課題は。 

 

 

市 長  

 

 

福祉事務所長 

 

 〃 

 

 〃 

３．「新ふれあい

交流センター」

建設計画の見直

しを 

２月２０日の全員協議会で、ふれあい交流センターの土地状況と、令和８年５月から

の「新ふれあい交流センター」建設計画が示された。 

 

① 昨年度、同施設を活用した事業と参加人数は。 

 

② 市が移転しての新センター建設を決めた理由は。 

市 長  

 

 

ふれあい交流ｾﾝﾀｰ所長 

 

 〃 
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 ５番 

西山 潤 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問３０分)  

３．「新ふれあい

交流センター」

建設計画の見直

しを 

③ 地域住民からの強い要望はあったのか。 

 

④ 今回の建設計画を見直すべきではないか。 

 

 

市 長 ふれあい交流ｾﾝﾀｰ所長 

 

 〃 
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１４番 

山﨑龍太郎 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問３０分) 

１．生活保護行

政 

本市、生活保護行政事務の現状について、以下を問う。 

 

① 物価高騰は市民生活を苦しめている。生活保護申請の現状は。 

 

② 審査において、保護決定とならないケースは。また、扶養照会の状況は。 

 

③ 世帯類型別動向では、その他の世帯が増加傾向であるが、内容は。 

 

④ 訪問調査の現状およびケースワーカーの担当件数は。 

 

⑤ 移送費（タクシー代）の立て替え払いをせずに済む仕組みを導入している自治体も

ある。現状および実施の可能性は。 

 

⑥ 自動車保有・利用の現状と認定の基準は。 

 

⑦ 自立に向けての支援は。 

 

 

市 長  

 

福祉事務所長 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

 

 

 〃 

 

 〃 

２．市内小学校

の教育環境 

次年度から通知表渡しが学期ごとから年２回になると聞く。教育環境の変化等につい

て、以下を聞く。 

 

① 改正の目的、また、保護者への周知は。 

 

② 年間スケジュールの変更は。 

 

③ 児童の学校生活にて、掃除など担っている役割は。 

 

④ 家庭学習の状況は。 

 

⑤ 愛校作業等の保護者負担は。 

 

 

 

教育長  

 

 

教育長 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 
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１４番 

山﨑龍太郎 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問３０分) 

３．個人版ふる

さと納税事業 

個人版ふるさと納税事業は、商工観光課の所管にて次年度からスタートする。以下を

問う。 

 

① 課内における専任の人員配置は。 

 

② 現状からの変更点は、また、新たな戦略は。 

 

 

市 長  

 

 

市 長 

 

定住推進課長 

４．香美市立美

術館の利用状況 

市民の美術館入館料が無料となり１年が経過する。以下を問う。 

 

① 運営審議会の開催状況、検討事項は。 

 

② 入館者数の変化は。 

 

 

教育長  

 

生涯学習振興課長 

 

 〃 
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１２番 

笹岡 優 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問５０分) 

１．振興計画と

土地利用計画に

関連して 

（１）本市は、高知県、高知県教育委員会、高知市、香南市、高知県公立大学法人と「南

海トラフ地震発生時における広域避難に関する協定書」を結んだ。 

 

① 県の広域避難計画との関係含め協定に至った経過を聞く。 

 

② 協定内容での本市の果たす具体的な役割を聞く。 

 

 

（２）第２次香美市振興計画の基本方針１に関連して。 

 

① 土地利用構想の円滑な推進として「土地利用構想の推進」は、どのような総括を行

ったのかを聞く。 

 

② 新しいまちづくり手法の導入として「産官学民金労言等の協働」は具体化されたの

かを聞く。 

 

 

（３）第３次香美市振興計画の策定に向けて。 

 

① 市街化区域内の農地面積は。 

 

② 市街化区域内の開発可能で土地供給を推進できる面積は。 

 

③ 市街化区域内の空き家は、Ａが４件、Ｂが８２件、Ｃが１６０件、Ｄが２０件の合

計２６６件ある。火災類焼の点からも対策は急務である。ＣとＤの１８０件を中心に、

解体・更地化を促進し、新たな土地利用に供するためにも、有効利用を促進する施策

（固定資産税の課税猶予など）が必要である。見解を聞く。 

 

④ 神母ノ木地域の地区計画の内容と進捗状況は。 

 

⑤ 市街化区域に隣接するふれあい交流センター南側のテニスコートや宝町グラウン

ド周辺の開発の可能性についての検討は。 

 

市 長 

農業委員会会長 

 

 

 

 

防災対策課長 

 

 〃 

 

 

 

 

企画財政課長 

 

 

 〃 

 

 

 

 

 

農業委員会事務局長 

 

建設課長 

 

市 長 

 

 

 

 

建設課長 

 

 〃 
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質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 2 -

１２番 

笹岡 優 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問５０分)  

１．振興計画と

土地利用計画に

関連して 

⑥ 逆川地域を含め都市計画法の網がかかっていない地域の位置付けは。 

 

 

（４）「地震火災対策を重点的に推進する地区」の対策について。 

 

① 防火水槽の設置は現在６基だが、新たな計画は。 

 

② 八王子通りを含め南北道の拡幅の必要性についての見解を聞く。 

 

 

（５）全市的な土地利用について。 

 

① 香美楠目産業団地の計画中止を受け、本市の持っている土地利用の可能性について

全市的に協議し、都市計画マスタープラン、振興計画の具体化に生かす必要性を感じ

る。本市の持っている土地利用へのポテンシャルを協議する考えは。 

 

② 市街化区域を含め本市の都市排水について、県や関係する市との協議を行ったのか

を聞く。 

 

市 長 建設課長 

 

 

 

 

消防長 

 

建設課長 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

上下水道局長 

２．山田バイパ

スの見通しは 

① 山田バイパス事業全体の進捗率は。 

 

② 山田バイパスの供用開始の見通しは。 

 

市 長 建設課長 

 

 〃 

３．物部川の決

壊防止策は 

① 物部川は、平成３０年７月豪雨により、河口９キロメートル周辺で決壊の恐れがあ

った。決壊による人的被害の規模等から、その対策は喫緊の問題である（資料①②③）。

国、県、関係市で、この点での認識は共有されているのか。見解を聞く。 

 

② 物部川河口９キロメートル付近の掘削による河道改善と高水敷工事の見通しは。 

 

③ 令和１３年度で現在の整備計画は終わる計画である。新たな整備基本方針、整備計

画の取り組みについて、本市としてどう関わるのか。見解を聞く。 

 

 

市 長 建設課長 

 

 

 

 〃 

 

 〃 
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質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 3 -

１２番 

笹岡 優 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問５０分) 

４．市長選挙・市

議会議員選挙で

の公費負担につ

いて 

① 令和２年６月に公職選挙法が改正され、町村議会議員選挙に供託金が導入されたこ

とと合わせて、町村長選挙、町村議会議員選挙の選挙用自動車（候補者カー）、選挙運

動用ポスター、選挙用運動ビラの公費負担（選挙公費）が実施されることになった。

この法改正に伴う総務省の認識は、市長選挙、市議会議員選挙では、すでに選挙公営

になって実施されているとのことである。しかし、高知県の実態（資料④⑤）は全国

で最も遅れた県であり、本市は県内で最下位の遅れた状態である。この認識はあるの

か。 

 

② 地方交付税交付金の包括算定として、どれくらいの財政措置がされているのかを聞

く。 

 

③ 改善の必要性について、見解を聞く。 

 

市 長 

選挙管理委員会委員長 

 

選挙管理委員会委員長 

 

 

 

 

 

 

 

企画財政課長 

 

 

選挙管理委員会委員長 

 

26



令和８年香美市議会定例会３月定例会議一般質問  

 

質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 1 -

 ４番 

西村 剛治 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４５分)  

１．市の医療的

ケア児の受け入

れ体制について 

２０２１年に成立した、医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律によ

り、自治体には受け入れ体制整備の努力義務が明確化された。 

本市の公立学校および保育園の医療的ケア児の受け入れ体制について、市の現状認識

と今後の方向性を問う。 

 

（１）香美市の現状について。 

 

① 本市の医療的ケア児の人数および就学前児童数を把握しているか。 

 

② 過去の公立学校、保育園で医療的ケア児を受け入れた実績はあるか。 

 

③ 事前相談があった場合に、公立学校、保育園における受け入れ基準や判断プロセス

は明文化されているか。協議はどのように行っているか。 

 

 

（２）来年度の入園を希望されている児童への対応について。 

 

① 保護者からの相談について、これまで市はどのような対応を行ったか。 

 

② 医療行為の内容に応じた看護師配置の検討は進んでいるか。 

 

③ 看護師の雇用形態はどうなるか。看護師配置に対する国・県補助制度の活用は可能

か。 

 

④ 入園可否の判断時期はいつを想定しているか。 

 

 

（３）受け入れ体制整備について。 

 

① 安全体制構築の主治医との連携や、現場保育士への研修が必要だと考える。また、

医療的ケア児と保護者のために「おためし入園」の取り組みなどの実施も必要である

と考える。準備状況はどうか。 

 

教育長  

 

 

 

 

 

 

教育振興課長 

 

 〃 

 

 〃 

 

 

 

 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

 

 

 〃 

 

 

 

 

 〃 
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質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 2 -

 ４番 

西村 剛治 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４５分)  

１．市の医療的

ケア児の受け入

れ体制について 

② 通常の入園決定とは切り離し、前倒しで対応すべきではないか。 

 

③ 医療的ケア児の受け入れについて、市ホームページでの情報発信が不足している。

相談から決定までのフローチャート等を作成し、安心して相談できる工夫を（資料①

②③）。 

 

④ 個別の単年度対応ではなく、複数年を見据えた受け入れ体制を実現するために、体

制整備計画を策定する考えはあるか。 

 

⑤ 小規模自治体では看護師の確保が課題となる。近隣市や県との広域連携の仕組みづ

くりを検討してはどうか。 

 

教育長 教育振興課長 

 

 〃 

 

 

 

 〃 

 

 

 〃 

２．市営住宅の

将来ビジョンに

ついて 

香美市公営住宅等長寿命化計画にて、本市が所有する公営住宅等の今後の更新および

ライフサイクルコストの縮減を図ることを目的とした、具体的な対応方針が定められて

いる。 

今後、人口減少と高齢化が進む中で「質と役割の再定義」が必要となってくる。市の

取り組み姿勢を問う。 

 

（１）香美市の市営住宅の現状について。 

 

① 香美市の市営団地数と市営住宅の戸数、全体として空室率（稼働）の推移状況は。

また、市営住宅の適正な戸数をどれくらいだと考えているか。 

 

② 入居者の世帯構成や年齢層、ニーズが高い市営住宅のタイプといった分析は行って

いるか。 

 

③ 移住者の入居希望の状況は（おためし住宅を除く）。 

 

 

（２）香美市公営住宅等長寿命化計画の１～３次判定について。 

 

① 判定結果で示された整備実施方針の内訳は。 

 

市 長  

 

 

 

 

 

 

 

管財課長 

 

 

 〃 

 

 

 〃 

 

 

 

 

 〃 
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質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 3 -

 ４番 

西村 剛治 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４５分)  

２．市営住宅の

将来ビジョンに

ついて 

② 判定において重要視された指標は何か。 

 

③ 片地１号、２号団地が優先的な建て替えとなった理由と実施予定は。 

 

④ 茶園、五百蔵団地が用途廃止となった理由と除却時期は（資料④）。 

 

⑤ 計画では実施時期の先送りが目立つ。長寿命化や環境維持の方策は。 

 

 

（３）市営住宅の在り方。 

香美市の市営住宅計画では、単なる市民への住居提供にとどめず、移住者や若年層獲

得を目指す政策、大災害発生時を見越した職人の技術向上、人材育成、産業育成を促す

契機となるような、横断的な政策として位置付け、戦略的に取り組んでいく必要がある。 

 

① 他市町村では、移住者や子育て世帯が優先的に入居できる公営住宅の整備や生活サ

ービスの維持、事前復興の動きにもつながるコンパクトシティ計画の検討が進んでい

る。また、香美市産材を使い、香美市の職人が施工する魅力的な住宅モデルを実現す

ることは、内外へのＰＲとなるとともに産業育成にもつながる。市営住宅の新設をす

る考えはないか。 

 

② 市営住宅の更新（建替え）時期をより具体的に明記する「市営住宅長期更新計画」

を作り、長期間継続的に香美市の「人、モノ、お金」を動かす能動的なエンジン的政

策として取り組んではどうか。 

 

③ 耐震改修工事が落ち着くと、今後、新耐震基準（昭和５６年）以降の木造住宅にも

耐震改修工事が広がるフェーズに移る。現状、公的には耐震改修工事対象外であるが、

市営住宅から積極的に耐震改修工事を推進していくのが普及の入り口となると考え

るが、見解は。 

 

市 長 管財課長 

 

 〃 

 

 〃 

 

 〃 

 

 

 

 

 

 

 

 〃 

 

 

 

 

 

 〃 

 

 

 

 〃 

３．通学路の安

全の実現につい

て 

香美市の宝である子どもたちが日々利用する通学路および学校周辺の安全は、先送り

をせず能動的に取り組む必要がある。令和５年１２月定例会議で取り上げた質問内容の

現状確認と合わせて問う。 

 

教育長  
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質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
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 ４番 

西村 剛治 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４５分) 

３．通学路の安

全の実現につい

て 

① 見通しがきかず、スロープからの飛び出し等の危険性があった、大宮小学校の西門

周辺の動線が見直された。保護者、学校の反応はどうか。 

 

② 同じく、車からの見通しがきかず、飛び出しの危険性を指摘した南門（正門）周辺

については、何も対応がなされていない状況である。現在の検討状況は（資料⑤）。 

 

③ 車通りが多い美良布商店街から大宮小学校までの通学路（県道２１７号線／久保大

宮線）は、多くの児童が利用する徒歩通学路であるが、道幅が狭く、また、建物の出

入りや段差が多く安全な通学路とは言えない。学校南面、西面の通学路と合わせて、

歩道のカラー舗装化を（資料⑥）。 

 

④ 香北中学校の西門（正門）前の道路（市道）は、道幅が狭いことに加えて、深い側

溝にはふたがなく、白線が引かれていても、歩道としての十分な幅と安全は確保され

ていない。自転車通学が多数の中で、車とのすれ違いや夜間の通行で極めて危険な状

況である。側溝にふたを付ける等の安全対策工事を行うべきであると考えるが、見解

を（資料⑦⑧）。 

 

市 長 

教育長 

教育振興課長 

 

 

教育振興課長 

建設課長 

 

建設課長 

 

 

 

 

 〃 

４．美良布保育

園の再検討につ

いて 

美良布保育園の建て替え計画は、事実上白紙となり、新たに設置される建設検討委員

会での協議を基にした実施計画が作られていくことになる。現在の懸念点と今後の進め

方について問う。 

 

① 前回の建設検討委員会は、見直しが必要になった段階で解散しており、本来必要な

協議ができなかった経緯がある。今回の建設検討委員会の任期はいつまでか。 

 

② １月に開催された建設検討委員会準備会の資料を見ると、建設候補地および既出の

計画案について資料が用意されていて、白紙で検討をしていくという印象は薄いと感

じる。準備会ではどのような意見が出ていたか。 

 

③ 準備会の開催に当たり、地域住民から意見が出ていた地域の複合施設として整備す

る案や、公設民営、認定こども園、ＰＦＩ方式などの手段や選択肢があることも情報

として委員に提示されているのか。 

 

 

市 長  

 

 

 

市 長 

 

 

 〃 

 

 

 

 〃 
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質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
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 ４番 

西村 剛治 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４５分) 

５．ザ・シックス

ダイアリーかほ

くホテルアンド

リゾートの指定

管理について 

１２月定例会議において、ザ・シックスダイアリーかほくホテルアンドリゾート（以

後、６Ｄホテル）に対して、令和８年４月から新たに２年の指定管理を認める議決を行

った。市民の税金を投入することとなる公営ホテルを公正に維持運営していくために

は、市民への情報公開と、明確な評価指標を用いた説明が必要である。 

 

① ６Ｄホテルの設置目的とは何か。 

 

② ６Ｄホテルの指定管理について、市として事業効果を評価する際に、重要視してい

る評価項目は何か。その評価結果から、現在の６Ｄホテルをどのように評価をしてい

るか。 

 

③ 市民から、６Ｄホテルの運営、地域貢献、提供サービスの在り方について、また、

市の度重なる公金投入について懸念する意見が度々上がる現状について、市としてど

のように受け止めているか。また、そのような意見が多いのは、どこに原因があると

認識しているか。 

 

④ 公設ホテルであっても、本質的には一般のホテルと同様の経営指標を用いた事業評

価を行い、事業の健全性、持続性を市民に説明するのが望ましいと考える。その上で、

公共的側面を判断するために、指定管理者に対して、市側が目指したい指標と目標値

を示し、指定管理者とともに目標達成に向けて努力をして、その結果として市民に説

明を行うのが指定管理制度のあるべき姿ではないかと考える。 

  新たな契約を結ぶに当たり「公費依存度・補助金依存率・地元調達率・地元雇用率・

観光消費効果・市民利用率・市民イベント参加数」といった独自指標を作り、市民に

安心してもらえるように説明を行っていく考えはないか。 

 

市 長  

 

 

 

 

商工観光課長 

 

 〃 

 

 

 

 〃 

 

 

 

 

 〃 
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質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 1 -

 ９番 

舟谷 千幸 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問３０分)  

１．教育行政 ① 新教育長は、元鏡野中学校校長として現場を知る実績のある方で、心強く期待する

ものである。どのような思いでこの重責を担われたのか、決意を問う。 

 

② 全国的に増加傾向である不登校児童・生徒について、本市の令和５年度不登校児童・

生徒数は２９人で、目標数より減少している。令和６年度と令和７年度、現在までの

人数と状況を問う。 

 

③ 鏡野中学校を立て直された経験を生かし、今後の不登校児童・生徒の未然防止など、

どのように取り組むか。 

 

④ 文部科学省調査では、令和６年度の精神疾患で休職した全国の公立学校教職員は

７,０８７人で、高止まりの状態である。本市の状況を問う。 

 

⑤ 休職した教員の代替え配置はできているのか。 

 

⑥ 教員が安心して働ける職場環境をどのように進めるのか。 

 

⑦ 部活動の地域移行をどのように進めていく考えか。 

 

⑧ ＪＡＥＴ優良校認定と全国大会の開催は、本市の教育の発展になる機会だと考え

る。ＩＣＴの活用は不登校支援や教職員の負担軽減にもつながると思われるが、どの

ように生かしていくか。 

 

教育長 教育長 

 

 

 〃 

 

 

 

 〃 

 

 

 〃 

 

 

 〃 

 

 〃 

 

生涯学習振興課長 

 

教育長 

２．体育館にエ

アコン設置 

① 今年度、体育館の空調調査を３校で実施している。空調方式や概算の費用等、調査

内容について問う。 

 

② この調査を受けて、今後、設置に向けてどのようなスケジュールで進めていく予定

か。 

 

③ 設置に当たって課題となっているのはどのようなことか。 

 

④ その課題をどのように進める考えか。 

 

教育長 教育振興課長 

 

 

 〃 

 

 

 〃 

 

 〃 
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令和８年香美市議会定例会３月定例会議一般質問  

 

質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 2 -

 ９番 

舟谷 千幸 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問３０分) 

２．体育館にエ

アコン設置 

⑤ 体育館は屋根からの熱の影響を受け、空調効率に大きく関わると考えられている。

空調設置と併せて、断熱や遮熱の対策についても検討されているのか。 

 

⑥ 空調効率をよくする対策として、輻射熱を防ぐ遮光シートがある。これは、断熱材

よりも薄く、表面のアルミ箔によって輻射熱を遮断するものである。夏は外部からの

熱を遮断し、冬場は輻射熱を遮断するが空気を外に逃げにくくし、暖房効果が高くな

る。この遮熱シートの工期は短く、初期費用も比較的安価で、ランニングコストの削

減にもつながると考える。近隣の自治体でも検討するようである。導入への研究につ

いての考えを。 

 

教育長 教育振興課長 

 

 

 〃 

３．災害時以外

にも給水支援制

度を 

本市において井戸水のみで生活している方がおられ、今回の渇水で昨年１１月中旬頃

より井戸水が枯渇し、生活用水の確保が困難になっている。飲料水は、量販店の無料サ

ービスや近隣住民の善意に頼り、洗濯や入浴は、別居の家族宅に週１回程度通っている

とのことである。水道管設置には１００万円程度かかり、１人で少ない年金暮らしの方

にとって、直ちに対応できる額ではない。まさに「雨を待つしかない」状態である。 

 

① 本市において、水道以外の山の水や井戸水で生活している方の割合は、約１０％と

聞く。井戸水のみで生活している世帯数は把握しているのか。 

 

② ほかに、井戸の枯渇や山からの水を引いている方からの相談はあったか。 

 

③ 山からの水で生活している物部町のある世帯では、以前、一時的に水が来なくなっ

たことがあったと聞いた。その時の状況と、水の支援はなかったのか。 

 

④ 水がないという生活は、極めて困難な状況である。井戸や山の水が出ない水源停止

時の緊急支援として、災害備蓄品の柔軟活用や低所得者の水道接続費補助等、支援の

検討を行う考えはないか。 

 

市 長  

 

 

 

 

 

上下水道局長 

 

 

 〃 

 

物部支所長 

 

 

定住推進課長 
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令和８年香美市議会定例会３月定例会議一般質問  

 

質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 1 -

 ６番 

森田 雄介 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４０分)  

１．自治会運営

について 

① 自治会への加入率低下や、担い手不足が課題となっている。この間の行政報告会等

での現状把握は。 

 

② 南国市には環境委員制度があり、地域の環境整備等を有償で請け負っている。担い

手不足で負担感が増えている自治会の負担軽減につなげることができるのでは。 

 

③ 同様に、事務負担の軽減にも、事務や会計にたけた方に委託できる仕組みを検討し

ては（資料１）。 

 

市 長 定住推進課長 

 

 

環境課長 

 

 

定住推進課長 

２．独居老人の

見守り 

① 地域包括支援センターを窓口に行われている高齢者の見守り支援は、さまざまな行

政・地域サービスを組み合わせて維持されている。その全体像とそれぞれのサービス

の担い手確保の現状を聞く（介護予防事業、緊急通報装置の貸与数、声ともだち、高

齢者配食サービス）。 

 

② 成年後見人では入所・入院の際の保証人にはなれない。しかし、令和６年１２月定

例会議の同僚議員の一般質問では、説明して理解を得ていると答弁している。保証人

がいない場合の入所・入院時の手続き現状は。 

 

③ 親族がいない場合に、エンディングノートやＡＣＰは、いざという時の意思表示と

して有効性を持つことができるか。また、そういった場合には地域包括支援センター

に相談できるか。 

 

市 長 高齢介護課長 

 

 

 

 

 〃 

 

 

 

 〃 

３．組織再編と

財源不足の現状 

８月１２日の全員協議会で示された財政事情を、補正予算が出た現状で確認する。 

 

① 令和７年１１月１日の本市人事行政の運営の状況では、職員数が４０９人で６人増

となっている。前年度と比較した、正規、会計年度任用職員の内訳は（資料２）。 

 

② 部門別職員数の状況で、総務・税務が増えて他の部門を縮小している。どういった

業務が増えているのか。また、組織再編で職員配分比率は変わるか（資料２）。 

 

③ 本市は、過疎高齢化と広い中山間部を持ち、今後も高齢者は増え、インフラは減ら

ず災害に備えなければならない。必要な人員確保を。 

 

市 長  

 

総務課長 

 

 

 〃 

 

 

 〃 
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令和８年香美市議会定例会３月定例会議一般質問  

 

質問者・質問方式  質問事項 質   問   要   旨 質問の相手 答 弁 者 
 

 - 2 -

 ６番 

森田 雄介 

一問一答 

(答弁込８０分うち質問４０分) 

３．組織再編と

財源不足の現状 

④ 国は令和８年度の給与改定に備え、一般行政費（単独）に「給与改善費」（４,００

０億円）を計上している。これは令和７年度の倍である。具体的に本市への歳入額は

確認できるか。 

 

市 長 企画財政課長 

４．上水道対策 ① 令和８年度予算で示された衛星画像解析による漏水調査は、どこの自治体と連携発

注するのか。また、作業効率上昇と委託費削減の見込みは。 

 

② 国は、令和８年度の地方財政措置として、水道管耐震化事業に基準事業費より上積

みして実施する場合には、国庫補助や元利償還金に対する交付税措置をすることとし

ている。本市では対象となる事業はあるか。 

 

③ 令和９年度の水道料金値上げを見直す予定は。 

 

市 長 上下水道局長 

 

 

 〃 

 

 

 

 〃 
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